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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　カメラ部と、
　カメラ部から出力された画像データを格納するためのメモリと、
　撮影用補助光源として発光ダイオードを使用して白色光を照射する光源部と、
　照明キーとシャッタキーを含む入力部と、
　前記カメラ部から出力された画像データに対応する画像を表示する表示部と、
　前記表示部に画像が表示されている撮影動作状態において、前記照明キーが操作される
と、前記光源部からフラッシュに相当するレベルの照明光よりも低照度の照明光を一定レ
ベルとなるよう継続的に照射し、
　前記継続的に照射している状態で前記シャッタキーが操作されると前記光源部からフラ
ッシュに相当するレベルの照明光を照射し、
　前記シャッタキーが操作されて画像データが前記メモリに格納された後、フラッシュに
相当するレベルの照明光よりも低照度の照明光を一定レベルとなるよう継続的に照射する
ことを特徴とする、撮影機能を有した携帯電話機。
【請求項２】
　前記照明キーが操作されなければ前記低照度の照明光を照射せず、当該低照度の照明光
を照射しない状態で前記シャッタキーが操作されれば前記フラッシュに相当するレベルの
照明光なしに撮影がされることを特徴とする、請求項１に記載の撮影機能を有した携帯電
話機。
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【請求項３】
　前記光源部は、複数の発光ダイオードからなることを特徴とする、請求項１または２に
記載の撮影機能を有した携帯電話機。
【請求項４】
　前記光源部は、前記複数の発光ダイオードを同時発光させて白色光を照射させることを
特徴とする、請求項３に記載の撮影機能を有した携帯電話機。
【請求項５】
　前記複数の発光ダイオードは、赤色光、緑色光および青色光のそれぞれを照射する発光
ダイオードからなることを特徴とする、請求項３または４に記載の撮影機能を有した携帯
電話機。
【請求項６】
　前記光源部は、撮影動作状態以外の動作状態を報知する報知手段と兼用されていること
を特徴とする、請求項１から５のいずれか１項に記載の撮影機能を有した携帯電話機。
【請求項７】
　前記撮影動作状態以外の動作状態には、電話の着信動作状態、充電動作状態および電子
メール着信動作状態のうちの少なくとも１種類が含まれることを特徴とする、請求項６に
記載の撮影機能を有した携帯電話機。
【請求項８】
　前記撮影動作状態以外の動作状態において、前記光源部を前記白色光と異なる色で点滅
または点灯させることを特徴とする、請求項６または７に記載の撮影機能を有した携帯電
話機。
【請求項９】
　バッテリと、
　前記バッテリから供給される電圧を前記発光ダイオードを駆動するために昇圧する昇圧
回路とを、さらに備えたことを特徴とする、請求項１から８のいずれか１項に記載の撮影
機能を有した携帯電話機。
【請求項１０】
　前記カメラ部から入力される画像データの読み出しタイミングと独立して、前記フラッ
シュに相当するレベルの照明光を照射することを特徴とする、請求項１から９のいずれか
１項に記載の撮影機能を有した携帯電話機。
【請求項１１】
　前記発光ダイオードに対しパルス幅変調制御することにより、前記低照度の照明光又は
前記フラッシュに相当する照明光を照射させることを特徴とする、請求項１から１０のい
ずれか１項に記載の撮影機能を有した携帯電話機。
【請求項１２】
　前記携帯電話機は折り畳み可能な筐体を有し、
折り畳まれた状態で前記筐体の外面側に前記カメラ部と前記光源部を備える、請求項１か
ら１１のいずれか１項に記載の撮影機能を有した携帯電話機。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
　この発明は撮影機能を有した携帯電話機に関し、特に、撮影のための照明機能を有した
携帯電話機に関する。
【０００２】
【従来の技術および発明が解決しようとする課題】
従来、暗い場所で撮影する場合、照明のためのストロボ用光源としてキセノン管を使用す
ることが一般的である。キセノン管は、発光量を十分に得ることができるけれども、キセ
ノン管を駆動する周辺回路に高耐圧な大容量のコンデンサや変圧用トランスなどを必要と
するために、キセノン管を用いたストロボ用光源は物理的な形状が大きくなる。それゆえ
に、撮影機能を備えた小型の携帯機器にこの種の補助光源を搭載するのは非常に困難であ



(3) JP 4040358 B2 2008.1.30

10

20

30

40

50

った。従来、たとえばカメラを搭載した携帯電話機において、カメラで撮影するために、
キセノン管を用いた補助光源が利用されていた。この補助光源は、前述のように物理的に
形状が大きいので携帯電話に内蔵されずに、携帯電話に着脱自在にして装着されていた。
【０００３】
ＬＥＤを用いた従来技術として、特開平５－３２８２１０号公報に開示のテレビカメラ用
ＬＥＤ(Light Emitting Diode)を用いた照明装置は、テレビカメラのシャッタ動作と同期
してＬＥＤをパルス発光させている。また特開平９－６８７４２号公報の撮影装置は、撮
影のための照明光としてＬＥＤを用いて、ＬＥＤによる照明期間とカメラによる撮影期間
との同期をとるようにしていた。特開平１０－４８７０８号公報のＬＥＤを用いた照明装
置は、ＣＣＤ（Charge Coupled Device）電子式シャッタカメラの露光とＬＥＤのパルス
発光を同期させるようにしている。
【０００４】
これらの公報に開示の技術は、いずれも撮影のための照明としてＬＥＤを用いることは示
されているけれども、ＬＥＤの駆動タイミングと撮像のタイミングとを同期させるための
技術が開示されるにすぎない。また特開２０００－６６２９２号公報の装置は、カメラに
より撮影されたデータをカラーフィルムに写し込むとき、背景の色に応じて発光色が異な
るＬＥＤの１つを選択して発光させて、背景色にかかわらず明瞭な記録を可能とする技術
が開示されている。
【０００５】
上述したいずれの公報の技術においても、照明光としてＬＥＤを利用することは示されて
いるけれども、携帯機器においてＬＥＤにより白色の照明光を生成して被写体に照射する
ことは示されていない。
【０００６】
携帯電話においての一般的なカメラ撮影は、至近距離から顔のアップ写真を撮る等の対面
撮影で利用される機会が多い。撮影された画像はデジタル処理にて画像調整が可能なこと
から、補助光源としてキセノン管ほどの光量を必要とせず、キセノン管よりも小型で消費
電力の少ない白色補助光源が求められていた。
【０００７】
　それゆえにこの発明の目的は携帯電話機においてＬＥＤを使用して白色の発光の光源を
有する携帯電話機を提供することである。
【０００８】
　この発明の他の目的は、撮影機能による撮影時に、白色の照明光を照射する光源を有す
る携帯電話機を提供することである。
【０００９】
　この発明の他の目的は、撮影機能による撮影時に、白色のフラッシュライトを照射する
光源を有する携帯電話機を提供することである。
【００１１】
【課題を解決するための手段】
　この発明のある局面に係る撮影する機能を有する携帯電話機は、カメラ部と、カメラ部
から出力された画像データを格納するためのメモリと、撮影用補助光源として発光ダイオ
ードを使用して白色光を照射する光源部と、照明キーとシャッタキーを含む入力部と、カ
メラ部から出力された画像データに対応する画像を表示する表示部とを備え、表示部に画
像が表示されている撮影動作状態において、照明キーが操作されると、光源部からフラッ
シュに相当するレベルの照明光よりも低照度の照明光を一定レベルとなるよう継続的に照
射し、継続的に照射している状態でシャッタキーが操作されると光源部からフラッシュに
相当するレベルの照明光を照射し、シャッタキーが操作されて画像データがメモリに格納
された後、フラッシュに相当するレベルの照明光よりも低照度の照明光を一定レベルとな
るよう継続的に照射する。
【００１２】
　即ち、例えば光源部は電流が供給されると赤色光を発生する発光素子、緑色光を発生す
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る発光素子および青色光を発生する発光素子を有する。光源部の前記発光素子に対する電
流の供給を制御するための電流供給制御部とをさらに備え、電流供給制御部は、撮影モー
ドにおいて照明光を被写体に照射するために、光源部の発光素子の全てに電流を供給する
。
【００１３】
　撮影モードにおいては、赤色光を発生する発光素子、緑色光を発生する発光素子および
青色光を発生する発光素子の全てが電流供給されて発光するので、白色発光の光源が得ら
れて、白色の照明光が被写体に照射される。
【００１４】
それゆえに、撮影モードにおいて被写体には白色の照明光が照射されているので、自然光
のもとでの被写体を、スポットライトをあてた状態でより明確に確認できる。
【００１５】
　上述の携帯電話機では望ましくは光源部は、複数種類の発光ダイオードからなるので、
複数種類の発光ダイオードの組合せによる発光により、白色光を生成できる。
【００１６】
　上述の携帯電話機は望ましくは複数種類の動作モードを有し、携帯電話機の動作モード
の種類に応じて選択された発光ダイオードに電流が供給されるので、選択された１つ、ま
たは２つ以上の組合せによる発光で、現在の動作モードを視覚的に報知できる。
【００１７】
　上述の携帯電話機は望ましくは、光源部として、白色発光ダイオードからなる。
　上述の携帯電話機は望ましくは、光源部の発光ダイオードに対する電流の供給を制御す
るための電流供給制御部を有し、電流供給制御部は、撮影の瞬間に、光源部の発光ダイオ
ードに供給する電流を照明光がフラッシュライトとなるようなレベルにまで上昇させる。
【００１８】
したがって、撮影の瞬間には、すなわちシャッタチャンスにおいては、被写体には白色の
フラッシュライトが照射されるので、周囲が暗くても良好な被写体像を得ることができる
。
【００１９】
　上述の携帯電話機は望ましくは被写体撮影時のフラッシュライトと、該フラッシュライ
トに比べて光の照度及び照射時間の異なる光とを、同一の光源部から選択的に出力させる
。したがって照射される光の照度および照射時間を目的、用途に応じて選択できる。
【００２０】
この発明の他の局面に係る携帯機器は、被写体を撮影する機能を有する機器であり、情報
を入力するための複数の操作キーを有し、操作キーは発光ダイオードを内蔵し、発光ダイ
オードを操作キーを介して白色光を発光させる。したがって、操作キーを介して発光され
た白色光により、被写体撮影時の照明用の白色光を得ることができる。
【００２１】
　上述の携帯電話機では、電流は発光ダイオードの順方向に供給される。したがって、発
光素子がキセノン管やランプであるのに比較して、発光ダイオードを採用することで発光
素子自体を小型化および軽量化できて、光源部を搭載したとしても携帯電話機のコンパク
ト性は損なわれない。
【００２２】
　上述の携帯電話機では、望ましくは、発光ダイオードは直列に接続される。
　上述の携帯電話機では、望ましくは、発光ダイオードは並列に接続される。
【００２３】
【発明の実施の形態】
この発明の実施の形態について図面を参照し説明する。本実施の形態では、撮影などのた
めの照明光を照射する発光素子にＬＥＤを用いる。近年、発光色が青色であるＬＥＤが開
発されたことにより、ＬＥＤを用いた白色の発光が可能となった。ＬＥＤは駆動回路が簡
単で非常に扱いやすいという特徴を備えている。
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【００２４】
本実施の形態では、撮影機能を有した携帯機器として、超小型のデジタルカメラを一体的
に搭載した携帯電話機を想定する。この携帯電話機は、Ｒ（赤色）、Ｇ（緑色）およびＢ
（青色）の光それぞれを発光する３つのＬＥＤを搭載し、これら３つのＬＥＤを同時に発
光させることで、白色の発光を得て、デジタルカメラで撮影する際の照明用の補助光源と
して使用する。これにより、携帯機器は、コンパクト性を維持しながらも、撮影のための
白色発光による照明用光源の一体的搭載が可能となる。
【００２５】
複数のＬＥＤを用いて撮影する場合、各ＬＥＤを同時発光させる方法と、露光時間内に順
次発光させる方法がある。順次発光方法では消費電流の低減と各ＬＥＤの耐久性の向上が
可能であるが、全体の光量も低下し、光量を上げるためには多数のＬＥＤを必要とする。
これに対して同時発光方法では少ないＬＥＤで多くの白色光量が得られるため光源部の小
型化が可能であることから、本実施の形態では、各ＬＥＤを同時発光させる方法について
説明する。
【００２６】
図１には本実施の形態に係る撮影機能を搭載した携帯電話機の構成が示される。図２には
、本実施の形態による光源部の構成の一例が示され、図３にはその他の例が示される。
【００２７】
図４（Ａ）と（Ｂ）には本実施の形態に係る携帯電話機の正面および背面それぞれからの
外観が示される。図４（Ａ）を参照して携帯電話機は正面において、画像などの各種情報
を表示するためのＬＣＤ（Liquid Crystal Display)７、情報を入力するために外部から
操作可能なように設けられている数字キー等の複数のキーからなる入力部８、通話のため
の音声を入出力をするマイクロホン５４およびレシーバ５５を含む。入力部８には照明キ
ー５１とシャッタキー５２が含まれる。図４（Ｂ）を参照して携帯電話機は背面において
、被写体を撮影するためのカメラ部５および撮影のための補助用の白色の照明光を出力す
る光源部１２（２２）が設けられる。照明キー５１が押下されると光源部１２（２２）か
ら被写体を確認可能なレベルの照明光が照射され、シャッタキー５２が押下されると光源
部１２（２２）から被写体を撮影するためのフラッシュに相当するレベルの照明光が照射
される。
【００２８】
携帯電話機のカメラ部５を用いた撮影時には、撮影した被写体の画像は、ＬＣＤ７で表示
されるので、利用者は表示画像を確認しながら、シャッタキー５２を押下すると、光源部
１２（２２）から被写体を撮影するためのフラッシュが照射されて、フラッシュの元で撮
影されて出力された画像データは、携帯電話機内部の後述のメモリ４０に格納された後メ
モリー２に保持される。
【００２９】
図１を参照して携帯電話機は各部を集中的に制御および管理するためのＣＰＵ（Central 
Processing Unit）１、各種撮影データおよびプログラムが格納されているメモリ２、符
号化／復号化回路３、与えられる画像データＤｉ（ｉ＝１、２、３・・・、ｎ）を一時的
に格納するためのメモリ４０を内蔵するカメラコントローラ４、カメラコントローラ４に
より制御されて、被写体を撮影し、撮影結果得られた被写体の画像データＤｉを出力する
ＣＣＤまたはＣＭＯＳ（Complementary Metal Oxide Semiconductor)などからなるカメラ
部５、ＬＣＤコントローラ６、ＬＣＤコントローラ６により制御されるＬＣＤ７、入力部
８、無線通信のための無線系９およびアンテナ１０、各部に電源を供給するためのシステ
ム電源１１、光源部１２（２２）およびバッテリ１３を含む。
【００３０】
符号化／復号化回路３はアンテナ１０および無線系９を介して送受信する情報について送
信可能なように符号化する機能と受信した情報について内部で処理可能なように復号する
機能とを有する。カメラコントローラ４はカメラ部５により撮像して逐次出力される画像
データＤｉを入力してメモリ４０に一時的に格納する。一時的に格納される画像データＤ
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ｉのうち、シャッタキー５２が押下された直後に入力される画像データＤｉのみがメモリ
４０を経由しメモリ２に最終的に保存されて、他の画像データＤｉは随時書換えられる。
カメラコントローラ４はカメラ部５による撮影モードにおいてメモリ４０に逐次格納され
る画像データＤｉに基いて白バランス調整、露出調整赤目対策および画角の設定などのた
めの処理を行う。ＣＰＵ１はシステム全体の処理を行う。システム電源１１はバッテリ１
３により供給される電圧を、各部に対応の所定レベルに調整した後に各部に供給する。光
源部１２（２２）は、後述するようにＣＰＵ１から与えられる制御信号３２（４１～４３
）および３３に従い、発光動作する。バッテリ１３は通常はリチウム電池やニッカド電池
が使用される。
【００３１】
図２を参照して光源部１２は昇圧回路１４、赤色の光を出力するＬＥＤ１５、緑色の光を
出力するＬＥＤ１６、青色の光を出力するＬＥＤ１７およびＬＥＤ１５～１７のそれぞれ
に対応したスイッチ用ＦＥＴ１８～２０を含む。昇圧回路１４は、ＣＰＵ１から与えられ
る制御信号３３に基いて、バッテリ１３から供給される電圧をＬＥＤ１５～１７を駆動す
るために必要なレベルにまで昇圧した後に出力する。昇圧回路１４は出力が制御信号３３
に基いた一定の電流レベルとなるように、定電流回路およびその電流を制御する機能を有
する。昇圧回路１４の出力には、ＬＥＤ１５～１７が直列に接続され、ＬＥＤ１５～１７
について並列にスイッチング用ＦＥＴ１８～２０がそれぞれ接続され、ＦＥＴ１８～２０
のそれぞれのゲートには、ＣＰＵ１から制御信号３２が供給される。制御信号３２により
ＦＥＴ１８～２０のそれぞれのゲートが個別にＯＮ／ＯＦＦ制御されるので、対応のＦＥ
ＴのゲートがＯＮしたＬＥＤは両端が短絡されるため昇圧回路１４からの電流は供給され
ず、対応のＦＥＴのゲートがＯＦＦしたＬＥＤのみが昇圧回路１４からの電流は順方向に
供給されて発光する。したがって、制御信号３２によりＦＥＴ１８～２０がすべてＯＦＦ
したとき、ＬＥＤ１５～１７は同時に順方向に電流が供給されて発光して白色の照明光が
照射される。
【００３２】
またＦＥＴ１８～２０をそれぞれパルス状の電圧を加えることでそのパルス幅を変えるこ
とでＬＥＤ１５～１７の発光量を微調することが出来る。
【００３３】
図２では３つのＬＥＤ１５～１７は直列に接続されるが、図３の光源部２２のように赤色
、緑色および青色の光を発光するＬＥＤ３５～３７が並列に接続されてもよい。図３の並
列接続の場合には、昇圧回路３４によりバッテリ１３からの供給電圧は所定レベルにまで
昇圧されて、その結果、並列接続されたＬＥＤ３５～３７のそれぞれには一端から一定レ
ベルの電流が順方向に供給される。ＬＥＤ３５～３７のそれぞれの他端にはパルス幅変調
回路（Pulse Width Modulation）３８～４０がそれぞれ接続されて、ＣＰＵ１から他端に
印加されるパルス信号４１～４３のそれぞれのパルス幅はＰＷＭ回路３８～４０のそれぞ
れにより可変調整される。その結果、ＬＥＤ３５～３７による赤色、緑色および青色の発
光量を印加パルス幅で微調整することができる。
【００３４】
図５（Ａ）と（Ｂ）には、カメラ部５による画像データＤｉの入力タイミングと、光源部
１２に供給される電流レベルとが時間経過に従い対応付けて示される。図６はカメラ部５
による被写体の撮影モード時の動作を示すフローチャートである。図６のフローチャート
に従い、図５（Ａ）と（Ｂ）を参照しながら光源部１２の制御について説明する。なお、
制御信号３２を介してＦＥＴ１８～２０のすべてのゲートはＯＮされていると想定する。
【００３５】
まず、携帯電話機が撮影モードに移行して、カメラ部５により被写体が撮影されて、ＣＰ
Ｕ１がカメラコントローラ４を介して画像データＤ１を入力すると、ＣＰＵ１は入力部８
の照明キー５１が押下されたか否か判定する（Ｓ１、Ｓ２）。このとき、照明キー５１が
押下されていなければ、ＦＥＴ１８～２０のすべてのゲートはＯＮされたままなので、Ｌ
ＥＤ１５～１７は電流が供給されず、発光動作しない。したがって、撮影はＬＥＤ１５～
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１７による白色の照明光なしにより行なわれる。
【００３６】
カメラ部５から画像データＤ２が入力された後の時間ｔ１において利用者が照明キー５１
を押下すると、ＣＰＵ１は制御信号３２によりＦＥＴ１８～２０のすべてのゲートをＯＦ
Ｆするとともに、制御信号３３により昇圧回路１４を介して低レベルの電流をＬＥＤ１５
～１７に供給するので、すべてのＬＥＤは発光動作する。したがって、白色の照明光が出
力される。このときＬＥＤ１５～１７の順方向に供給される電流レベルはたとえば２０ｍ
Ａである（Ｓ３）。
【００３７】
次に、ＣＰＵ１は利用者によりシャッタキー５２がＯＮされたか否か判定する（Ｓ４）。
シャッタキー５２がＯＮされなければ、撮影モードが中止されたか否か判定されて（Ｓ５
）、撮影モードが中止されたと判定されると、この処理を抜けるが、撮影モードが中止さ
れなければ、画像データＤｉを入力して（Ｓ６）、再びＳ３の処理に移行する。その後、
シャッタキー５２が押下される時間ｔ２までは、言いかえると、Ｓ３～Ｓ６の処理が繰返
されて画像データＤ３～Ｄ６が入力される間は、ＣＰＵ１は前述したようなホワイトバラ
ンス調整、露出調整および画角の設定などの処理を実行する。
【００３８】
その後、シャッタキー５２が押下されると（Ｓ４でＹＥＳ）、ＣＰＵ１は制御信号３３を
出力して昇圧回路１４からＬＥＤ１５～１７の順方向に供給される電流レベルを一気に上
昇させる。たとえば４０ｍＡまで上昇させる。その結果、ＬＥＤ１５～１７による発光量
は急激に増加し、被写体に対してフラッシュライトが照射される（Ｓ７）。シャッタキー
５２が押下された直後に入力された画像データＤ７（フラッシュライトが照射されたとき
に撮像して得られた画像データＤ７）は、カメラコントローラ４によりメモリ４０を経由
してメモリ２に格納される（Ｓ８）。格納完了後の時間ｔ３においては、ＣＰＵ１は制御
信号３２および３３によりＬＥＤ１５～１７へ電流が供給されないように制御する（Ｓ９
）。その後、Ｓ１の処理に戻る。
【００３９】
ここでは、シャッタキー５２が押下された直後に入力された画像データがメモリ４０に格
納された後は、ＬＥＤ１５～１７へ電流が供給されないように制御しているが、供給電流
レベルは低レベル（２０ｍＡ）となるように制御して、Ｓ３の処理に戻るようにしてもよ
い。
【００４０】
このように、照明キー５１、シャッタキー５２を押下することにより、被写体撮影時のフ
ラッシュライトと、該フラッシュライトに比べて光の照度及び照射時間の異なる光とを、
同一光源から選択的に出力させることができる。したがって、被写体撮影前に、照明キー
５１を押下して、フラッシュライトよりも照度の低い照明光を被写体に向けて出力させる
ことにより、被写体撮影時に、暗い場所でいきなり強い照度のフラッシュライトを出力さ
せた場合に比べて、被写体の目に飛び込む光の眩しさを低減することができる。また、周
りが暗く、被写体を確認できないような場合、照明キー５１を押下して、被写体を確認で
きる程度の照明光を継続的に出力させることにより、懐中電灯と同様な役割を果たすこと
ができ、その照明光で被写体の位置を確認した上で撮影することができる。
【００４１】
図５（Ａ）に示されるように画像データＤ１とＤ２が入力されているときには光源部１２
からは照明光は出力されていない状態での撮影となるけれど、時間ｔ１になったときに照
明キー５１がＯＮされると、上記目的のために、ＬＥＤ１５～１７による低照度の照明光
が出力される。この間にもカメラ部５により定期的に画像データＤ３、Ｄ４およびＤ５が
出力される。時間ｔ１後、時間ｔ２になったとき、シャッタキー５２が押下されると、白
色のフラッシュライトが被写体に照射されることになる。その直後に入力された画像デー
タＤ７は、メモリ２に格納されて保存される。時間ｔ３においてフラッシュライトの照射
を解除するためにＬＥＤ１５～１７に供給される電流レベルは２０ｍＡにまで低下する。
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その後も画像データＤ８およびＤ９が順次入力されて前述したようなホワイトバランス調
整などの処理が行なわれる。
【００４２】
図５（Ａ）の画像データＤ１～Ｄ９のそれぞれは、カメラコントローラ４により処理され
てＬＣＤコントローラ６を介してＬＣＤ７に逐次画面表示されるので、利用者はＬＣＤ７
の画面を確認しながら、被写体を撮影することができる。ここでは、フラッシュライトの
ための供給電流レベルは４０ｍＡとしているけれどもこれに限定されず、４０ｍＡ以上の
レベルであってもよい。
【００４３】
また、ＬＥＤ１５～１７に対応のＦＥＴ１８～２０のゲートを制御信号３２で選択的にＯ
ＮまたはＯＦＦをすることで、赤色、緑色および青色の発光を任意に組合せることができ
るから、携帯電話機の動作状態を報知するためのランプとしても利用できる。図７を参照
して携帯電話機の状態表示の手順について説明する。図７の処理は、たとえば２０ｍｓｅ
ｃ毎の割込により実行される。
【００４４】
ＣＰＵ１はアンテナ１０、無線系９および符号化／復号化回路３を介して着信を検出する
と（Ｓ１０）、光源部１２に対して制御信号３２と３３を出力し、ＬＥＤ１７のみを点滅
させるように制御する（Ｓ１１）。これにより、青色の光が点滅することになって利用者
に対して着信を知らせることができる。携帯電話機のバッテリ１３に関する充電中である
ときは（Ｓ１２でＹＥＳ）、ＣＰＵ１は制御信号３２と３３を出力して、光源部１２のＬ
ＥＤ１５のみに順方向に電流が供給されるようにして、赤色の光が点灯状態となるよう制
御する（Ｓ１３）。これにより、利用者は赤色の光が点灯状態となっていることを確認す
ることで、充電中であることを認識できる。
【００４５】
また、メールの着信が検出されれば（Ｓ１４でＹＥＳ）、ＣＰＵ１は制御信号３２と３３
を出力して、光源部１２のＬＥＤ１６のみを点滅するよう制御する（Ｓ１５）。これによ
り利用者は、緑色の光が点滅していることにより、メールの着信を知ることができる。
【００４６】
図７では着信、充電中およびメールの着信の３つの状態についてのみ示したがこれら以外
の状態を、ＬＥＤ１５～１７の１つ以上を組合せて点滅させるまたは点灯状態とすること
により報知することができる。
【００４７】
また着信を報知する音声（メロディ音など）に合せてＬＥＤ１５～１７の少なくとも１つ
以上を点灯させたり、着信相手でグループ分けして点灯表示するなどしてもよい。また、
携帯電話機にてゲーム用ソフトウェアが実行される場合にはゲームの内容に応じてＬＥＤ
１５～１７の少なくとも１つ以上を点灯させたり、ゲームの効果音と同期させて点灯させ
たりしてもよい。
【００４８】
本実施の形態によれば、ＬＥＤ１５～１７により、赤色、緑色および青色の光が同時に発
光して、白色の発光がなされるので撮影のためのフラッシュライトとしては極めて自然な
光を得ることができる。またＬＥＤ１５～１７は極めて小型化されて、携帯型機器であっ
ても簡単に内蔵することができるから、装置構成を大きくすることなく、撮影のためのフ
ラッシュライトを出力することができる。
【００４９】
上述の携帯機器では光源部１２をＬＥＤ１５～１７により構成し、赤色、緑色および青色
の光が同時に発光して、白色光を生成したが、光源部に使用するＬＥＤの数は３つに限定
されるものではない。例えば、２つ以下のＬＥＤを用いた例を以下に説明する。図８では
光源部６２は、昇圧回路６４、青色の光を出力するＬＥＤ６５、黄色の光を出力するＬＥ
Ｄ６６およびＬＥＤ６５～６６のそれぞれに対応したスイッチ用ＦＥＴ６８～６９を含む
。ＬＥＤ６５およびＬＥＤ６６を同時に発光させて白色光を作ることができる。この場合
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、ＬＥＤの個数が少なくなることから、装置の小型化が可能になる。
【００５０】
図９では光源部７２は昇圧回路７４、白色の光を出力するＬＥＤ７５およびＬＥＤ７５に
対応したスイッチ用ＦＥＴ７８を含む。白色の光を出力するＬＥＤ７５には青色ＬＥＤと
黄色蛍光体を用いて白色の光を出力するタイプや青色ＬＥＤにカラーキャップを被せたタ
イプが存在する。この場合、単一のＬＥＤ７５を光源部７２に用いることにより、装置の
更なる小型化が可能になる。
【００５１】
上述の携帯機器では、光源部１２の１つまたは２つのＬＥＤのみを点灯または点滅させる
ことにより、着信、充電中およびメールの着信等の状態について利用者が認識可能とした
ことから、照明用のＬＥＤと状態表示用のＬＥＤを兼用することができ、装置の更なる小
型化が可能となる。
【００５２】
さらに、数字キー等の光を透過可能な材料からなる操作キーにＬＥＤを内蔵し、ＬＥＤを
発光させて操作キーを介して白色光を発光させる。発光された白色光を、前述の光源部と
兼用することにより、多くの光量が得られるだけでなく、装置の小型化が可能であり、よ
り多くの動作状態について利用者に報知することも可能になる。この場合は多数の操作キ
ーのＬＥＤを使用することから、これまで述べてきたＬＥＤを同時発光させる方法だけで
なく、ＬＥＤを順次発光させる方法においても適用可能であり、その場合は消費電力の低
減とＬＥＤの耐久性の向上が図れる。ここでは、ＬＥＤの発光色自体が白色であってもよ
く、操作キーを透過することにより白色となってもよい。
【００５３】
本実施の形態では光源部１２を搭載する携帯機器として携帯電話機を例示したが、これに
限定されない。たとえば携帯型のデジタルカメラであってもよく、携帯型の音声・画像（
動画または静止画）記録装置などであってもよい。
【００５４】
今回開示された実施の形態はすべての点で例示であって制限的なものではないと考えられ
るべきである。本発明の範囲は上記した説明ではなくて特許請求の範囲によって示され、
特許請求の範囲と均等の意味および範囲内でのすべての変更が含まれることが意図される
。
【００５５】
【発明の効果】
撮影モードにおいては、撮影用補助光源として、ＬＥＤを使用して白色光を発光する。例
えば赤色光を発生する発光素子、緑色光を発生する発光素子および青色光を発生する発光
素子の全てが電流供給されて発光するので、白色発光の光源が得られて、白色の照明光が
被写体に照射される。
【００５６】
Ｒ、Ｇ、Ｂの３色のＬＥＤを使用している為にＲ、Ｇ、Ｂ３原色のスペクトラムを有し、
撮影した際、色再現性を高めることができる。
【００５７】
また、撮影モードにおいて被写体には白色の照明光が照射されているので、自然光のもと
での被写体を、スポットライトをあてた状態でより明確に確認できる。
【図面の簡単な説明】
【図１】　本実施の形態に係る撮影機能を搭載した携帯電話機の構成図である。
【図２】　本実施の形態による光源部の構成の一例を示す図である。
【図３】　本実施の形態による光源部の構成の他の例を示す図である。
【図４】　（Ａ）および（Ｂ）は本実施の形態に係る携帯電話機の正面および背面それぞ
れからの外観図である。
【図５】　（Ａ）と（Ｂ）は、画像データの入力タイミングと、光源部に供給される電流
レベルとを時間経過に従い対応付けて示す図である。
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【図６】　被写体の撮影モード時の動作を示すフローチャートである。
【図７】　携帯電話機の状態表示の手順を示すフローチャートである。
【図８】　本実施の形態による光源部の構成の他の例を示す図である。
【図９】　本実施の形態による光源部の構成のさらなる他の例を示す図である。
【符号の説明】
１　ＣＰＵ、５　カメラ部、７　ＬＣＤ、１２,２２,６２,７２　光源部、１３　バッテ
リ、５１　照明キー、５２　シャッタキー、３２,３３　制御信号。

【図１】 【図２】

【図３】
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【図４】 【図５】

【図６】 【図７】



(12) JP 4040358 B2 2008.1.30

【図８】 【図９】
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